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LM3433 高輝度 LEDドライバ
評価キット

ご注意：日本語のアプリケーション・ノートは参考資料として提供しており、内容が
最新でない場合があります。製品のご使用に際しては、必ず最新の英文アプ
リケーション・ノートをご確認ください。

はじめに
LM3433は、高輝度LED (HB LED)を大きな順方向電流によっ  
て駆動することを目的に設計された、アダプティブ・コンス
タント・オンタイム方式の DC/DC 降圧型定電流コントロー
ラです。 LEDの順方向の電圧降下量に関わらず、リップル電 
流を一定に保ちつつ定電流を供給する真の電流源です。 この 
ボードには、GND を基準に－ 9V ～－ 14V の範囲の電圧を
入力できます。 負の電圧を入力すれば、複数の LEDのアノー 
ドをグラウンド基準のシャーシに直結できる出力構成を持
ち、放熱効率を最大限に高められます。

LM3433ボードの概要
この評価ボードは 2A～ 9Aの定電流を供給できるように設
計されています。 いくつかの変更を加えれば最大 20A まで 
供給できます。 LM3433を動作させるには 2つの入力電圧が 
必要です。 GNDを基準として正の電圧はバイアスおよび制 
御回路に、負の電圧は主電源入力として使用します。 この 
電源構成により、LEDのアノードをグラウンド基準となる
シャーシに共通接地することができます。 評価ボードに必 
要な電源はGNDを基準とする－ 12Vの 1種類だけです。 正 
電圧は LM5002の回路から供給します。 LM5002には、起動 
時の低い入力電圧によって LM3433 に大きな電流が流れ込
まないようにする、UVLO回路の機能も持たせてあります。
ポテンショメータ P1を反時計方向に回しきった場合、初期
の出力電流は最小値である約2Aに設定されます。 所望の電 
流レベルに設定するには、LED＋と LED－を短絡させ、電
流プローブを使って目標の電流が得られるまで、ポテン
ショメータを時計方向に回します。 LED をボードの直近に 
接続できる場合の検証用に、評価ボードには PWM 調光用
FET が実装されています。 J2 上にはシャットダウン端子 
ENAが含まれ、外部電圧を用いて起動およびシャットダウ
ン機能を検証できます。 また、このキットには大電流 LED 
をエミュレートする負荷ボードと、コントローラから離れ
た LEDの近くに調光用 FETを設置するための LEDアダプ
タ・ボードが同梱されています。

LEDアダプタ・ボードの概要
LEDアダプタ・ボードは、調光用 FETを LED のできるだ
け近くに配置するために設計された基板です。 LM3433 が 
大電流を供給するため、FETを LEDのごく近くに配置して
2 つの電流経路間のインダクタンスを減らす必要がありま
す。 FETと LEDが離れていると、これらの間の配線インダ 
クタンスによって、大きな di/dt電圧スパイクが発生する可
能性があります。 LED を LM3433 評価ボードの直近に配置 
できない場合は、評価ボードに実装されている調光用 FET
を (Q5と Q6)を取り外し、代わりにこのアダプタ・ボード
を使用します。 LEDアダプタ・ボードは同梱の 26ピン・リ 
ボン・ケーブルで LM3433ボードと接続します。

負荷ボードの概要
負荷ボードは、LEDの負荷をエミュレートするために設計
された基板です。 このボードを使用すれば、誤って大電流 
LED を破壊することなく LM3433 の機能を検証できます。
LM3433評価ボードとの接続には、同梱の 26ピン・リボン・
ケーブルを使用します。 負荷ボードは、ポテンショメータ 
R5によって電圧を調整でき、順方向電圧に達すると点灯す

る 3つの小型 LEDを搭載しています。 このポテンショメー 
タにより、赤、緑、青色の LEDそれぞれに対応した、目標
電圧レベルに調整できます。検出抵抗を流れる電流を測定
するためのテスト・ポイントが、ボード上の調光用 FETの
前後両方に設けられています。

電流プローブを使用する場合は、この抵抗を取り外して短
い配線に置き換えることができます。 負荷ボードを接続し 
て PWM調光機能を使用する場合、LM3433評価ボードの調
光用 FET (Q5 と Q6)は取り外してください。 負荷ボードは  
最大約8A流せるように設計されています。 熱保護機能があ 
り、過熱状態になるとシャットダウンします。 特に高電圧 
を使用した場合には、通常のテストでも熱保護機能が作動
する場合があります。 熱保護機能が作動した場合はボード 
を冷ましてからテストを再開してください。

LED電流の設定
LM3433 評価ボードでは、LED 電流をいくつかの方法で設
定できます。 初期状態では J2上のシャントによってADJピ 
ンがポテンショメータ P1に接続され、これによって電流を
調節できます。 このポテンショメータはADJピンにGND基 
準の 0.3V ～ 1.5V を印加し、検出抵抗 (RSENSE) R15 の両 
端の電圧を調節します。

上記のシャントを取り外し、ボード上の ADJテスト・ポイ
ントに GND 基準の正の外部電圧を印加することもできま
す。 ボードには 10mΩの抵抗が実装されているため、「代表 
的な性能特性」の「VSENSE vs. VADJ」のグラフと次の式か  
ら電流を設定できます。

ILED = VSENSE/RSENSE

あるいは、シャントを取り外し、ADJ テスト・ポイントを
VINX テスト・ポイントに接続し、VSENSE を内部固定の
60mVに設定することもできます。

PWM調光
LM3433は 40kHzを上回る高速の PWM調光が可能です。 調 
光は LED の両端子を FET によって短絡することによって
実現しています。 評価ボードの直近に設置した LEDによっ 
て検証するために、評価ボードには調光用 FETが実装され
ています。また、評価ボードから離れた負荷の検証用に、
負荷ボードとアダプタ・ボードにも実装されています。 負 
荷ボードやアダプタ・ボードによる調光を行う場合は、評
価ボード上の FETは取り外してください。

調光機能を使用するには、ボードの PWM テスト・ポイン
トに GND基準の正の矩形波を印加します。

このピンを High にプルアップすると、調光 FET が導通し
て LEDがオフになります。 このピンをLowにプルダウンす 
ると、調光 FET がオフになって LED がオンになります。
「代表的な性能特性」に、周波数 30kHz、デューティ・サイ
クル 50％で PWM調光した場合のオシロスコープ波形を掲
載してあります。
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TABLE 1.   BOM 1 (2A to 9A)
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TABLE 2.   BOM 2 (4A to 20A)
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TABLE 3.   Load Board BOM
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FIGURE 3.   LED DIM Adapter Board Schematic

TABLE 4.   Adapter Board BOM
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代表的な性能特性

Efficiency vs. LED Forward Voltage
(VCGND - VEE = 9V)

Efficiency vs. LED Forward Voltage
(VCGND - VEE = 14V)

30kHz PWM Dimming Waveform Showing Inductor 
Ripple Current

ILED = 6A nominal, VIN = 3.3V, VEE = -12V
Top trace: DIM input, 2V/div, DC
Bottom trace: ILED, 2A/div, DC
T = 10µs/div

Efficiency vs. LED Forward Voltage
(VCGND - VEE = 12V)

VSENSE vs. VADJ
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レイアウト

Top Layer and Top Overlay

Upper Middle Layer
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レイアウト (つづき )

Lower Middle Layer

Bottom Layer and Bottom Overlay
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生命維持装置への使用について
ナショナル セミコンダクター社の製品は、ナショナル セミコンダクター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL  
COUNSEL)の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用することは
認められていません。
ここで、生命維持装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持あるいは
支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与
えると予想されるものをいいます。重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが予想されるものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。 
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。 www.national.com/jpn/

このドキュメントの内容はナショナル セミコンダクター社製品の関連情報として提供されます。ナショナル セミコンダクター社  
は、この発行物の内容の正確性または完全性について、いかなる表明または保証もいたしません。また、仕様と製品説明を予告な
く変更する権利を有します。このドキュメントはいかなる知的財産権に対するライセンスも、明示的、黙示的、禁反言による惹起、
またはその他を問わず、付与するものではありません。
試験や品質管理は、ナショナル セミコンダクター社が自社の製品保証を維持するために必要と考える範囲に用いられます。政府が 
課す要件によって指定される場合を除き、各製品のすべてのパラメータの試験を必ずしも実施するわけではありません。ナショナ
ル セミコンダクター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナショナル セミコンダクター社の部品  
を使用した製品および製品適用の責任は購入者にあります。ナショナル セミコンダクター社の製品を用いたいかなる製品の使用ま 
たは供給に先立ち、購入者は、適切な設計、試験、および動作上の安全手段を講じなければなりません。
それら製品の販売に関するナショナル セミコンダクター社との取引条件で規定される場合を除き、ナショナル セミコンダクター社  
は一切の義務を負わないものとし、また、ナショナル セミコンダクター社の製品の販売か使用、またはその両方に関連する特定目 
的への適合性、商品の機能性、ないしは特許、著作権、または他の知的財産権の侵害に関連した義務または保証を含むいかなる表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductorとナショナル セミコンダクターのロゴはナショナル セミコンダクター コーポレーションの登録商標です。その他のブランド    
や製品名は各権利所有者の商標または登録商標です。
Copyright © 2010 National Semiconductor Corporation
製品の最新情報については www.national.com をご覧ください。
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